




















































(93.8cru吋 92.1cm)、体議 (68.0kg→67.3kg)、BMI(26.7 
咋 26.3)が有意に減少した。償却j訪問群では腹開のみ減少
が~られ (92.7cm →9L5cm) 、畿管会. :t掻穏群では変化
はみられなかった。行動ステージの変化においては3黙と
もに有意に変化し、開始前が関心潟及び準備期にあった俄
別訪問群と講習会・ j透{護群においても介入後は3走行茶話レベ
ルに向上したむ{結論] ITを活用した運動教箆型保健指
導は、訪問、講義及び通穏といった従来の保鰭指導のみに
よる支援よりも効巣が高いことが示された。
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